
生殖補助医療技術キャリア養成
特別コースの開設

農学部 ・ 医学部保健学科

農学部（環境生命科学研究科） 舟橋弘晃
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平成２５年１月３１日

山陽新聞朝刊

成果・効果等
履修者： ８名
医学部開講科目の受講
インターンシップ実施
関係医療機関の協力・組織化成功

反響 ・・・ 受験者、関係コース志望者の増加

実施内容
生殖補助技術キャリア養成特別コースを先行実施（後期～）
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成果・効果等
本特別コースの宣伝
開催案内とともに特別コース紹介

胚培養士には歓迎
地方都市ニーズの高さ認識
オンデマンド授業の要望
実施教育機関間連携の可能性

実施内容
公開シンポジウムの開催

（平成２５年１月１２日）

臨床エンブリオロジスト学会に合わせて
浜松市にて開催



本学で、生殖補助医療技術キャリア養成特別コースをまず学部・大学院レベルに全国の
大学に先駆けて整備する。

生殖補助医療技術キャリア養成教育モデルを構築・普及させることは、生殖補助医療技
術者の質を向上させ、我が国での同技術者資格の国家資格化や少子化対策にも資し、
本学の存在と使命をさらに高める。

両学部学生は、両学部該当科目を履修した場合、当然、卒業要件単位として認めると
ともに、特別コースの要件科目も修得したものとみなす。

農学部カリキュラム
（大学院環境生命科学研究科カリキュラム）

医学部保健学科カリキュラム
（大学院保健学研究科カリキュラム）

特別コースカリキュラム
（学部レベル・大学院レベル）

卒業証書・学位記 卒業証書・学位記

卒業証書・学位記
＋

修了証書（学長名）

両学部の既存科目と新規科目
の組み合わせによって構成

・・・ともに全国初！
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学部では即戦力の生殖補助医療技術者
大学院では国際的な生殖補助医療管理技術者
の養成を目指す
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生殖補助医療技術キャリア養成特別コースカリキュラム
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・リカレント教育のニーズ

生殖補助医療技術キャリア養成特別コースの開設事業
－生殖補助医療技術者の国家資格化とその国際的拠点形成－

学部レベル：
両学部の良いとこ取り⇒生殖補助医療技術キャリア養成

大学院レベル：
生殖補助医療技術者のリカレント教育（人材発掘）
生殖補助医療管理技術者の養成

農学部

環境生命科学研究科

背景：我が国夫婦の
７組に１組が不妊！ 不妊治療

医師の下で
活躍！！

妊娠

生殖補助医療技術者

生殖補助医療技術を習得するが

医療現場で要求される基礎知識
が不足

医療の基礎知識はあるが
生殖補助医療技術が未習得

EMJDs‐REPROBIOの実施など
国際的養成拠点化！

保健学研究科
医学部保健学科

効果：医師に意見が言えるレベルの高い
生殖補助医療技術者の輩出及び
国家資格化

目的：国家資格化に向けた教育体系の構築
教育システムの普及・国家資格化に向けた活動

医療機関自らが技術者を養成

医療機関が人材育成に割く
労力が軽減される

日本および世界の生殖補助医療レベルの
改善！

小規模医療機関ほど人材育成に割く労力は大
きな負担

晩婚化の進む現在、生殖適齢期限が迫る夫婦
にとっては深刻な問題

岡 山 大 学

岡山大の生殖補助技術者
輩出数は国立大学中第１位！

課題：生殖補助医療技術者
養成のための教育体
系が未整備

岡
山
大
学

・地域の小規模生殖補助医療機関ほど
治療後の妊娠成績が低い

農学部と医学部保健学科
関連大学院が連携

全国初！
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1)テニュアトラック教員、非常勤講師採用

2)農学部・医学部（保健学科）両学部で特別コース
カリキュラム完全実施

3)学部実習関連設備の整備

4)研修受け入れ機関を組織化し、インターンシップ
研修を実施

5)生殖補助医療技術者資格に関するヒアリングを
実施

6)国際教育研究拠点を研究


